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各 位 
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問合せ先  常務執行役員 

総合企画本部長 佐藤 富士夫 

（TEL 03-3279-5536） 

 

業績予想の修正、剰余金の配当（中間配当）及び配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 
当社は、最近の業績動向を踏まえ、2024 年 5 月 10 日に公表いたしました業績予想（以下「前回発表予想」と

いいます。）を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。また、本日開催の取締役会において、

2024 年 9 月 30 日を基準日とする剰余金の配当（中間配当）を行うことについて下記のとおり決議するとともに、

期末配当予想についても下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想の修正について 

 

2025 年 3 月期連結業績予想数値の修正（2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日） 

 
経常利益 

親会社株主に 
帰属する 

当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想 （Ａ） 19,000 14,500 75.30 

今回修正予想 （Ｂ） 22,000 17,500 92.57 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 3,000 3,000  

増 減 率 （％） 15.8 20.7  

（参考）前期実績 
（2024 年 3 月期） 

20,641 15,375 75.44 

 

2025 年 3 月期個別業績予想数値の修正（2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日） 

 
経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想 （Ａ） 18,500 14,500 75.30 

今回修正予想 （Ｂ） 22,000 17,500 92.57 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 3,500 3,000  

増 減 率 （％） 18.9 20.7  

（参考）前期実績 
（2024 年 3 月期） 

20,156 15,025 73.73 

  



 

 

２．主な修正の理由等 

2025 年 3 月期第 2 四半期（累計）の業績につきましては、2024 年 11 月 8 日に公表※したとおり、中期経営計

画の想定を上回る進捗となりました。こうした業績動向に加え、前回発表時以降の金融経済環境変化を勘案し、

2025 年 3 月期通期の業績予想を精査した結果、2025 年 3 月期の連結及び個別業績予想を上方修正するも

のです。 

詳細につきましては、別添「補足資料」をご参照ください。 

 

※2024 年 11 月 8 日公表「業績予想の修正に関するお知らせ」 

 

３．剰余金の配当（中間配当）及び配当予想の修正について 

 当社は、株主還元の基本方針に基づき、上記の業績動向や資本の健全性、今後の財務状況等を総合的に

勘案した結果、2025 年 3 月期の中間配当に関して、直近の配当予想である 1 株当たり普通配当金 11 円から

3 円 50 銭増配し、1 株当たり配当金を 14 円 50 銭とすることといたしました。また、期末配当予想に関しても 

1 株当たり普通配当金 11 円から 3 円 50 銭増配し、1 株当たり配当金を 14 円 50 銭とすることといたしました。

これにより、年間配当予想は 7 円増配の 29 円となります。 

 

ご参考 

株主還元の基本方針 

資本の健全性や成長のための投資との最適バランスを検討した上で、株主還元の充実に努める方針 

配当 

配当性向 30％程度を目安とした安定配当を基本方針とする 

自己株式取得 

資本効率の向上に資する株主還元策として、業績・資本の状況、成長投資の機会及び株価を含めた

市場環境を考慮し、機動的に実施 

 

（１）中間配当の内容 

 決  定  額 
直近の配当予想 

（2024 年 5 月 10 日公表） 

前期実績 

（2024 年 3 月期第 2 四半期） 

基 準 日 2024 年 9 月 30 日 同左 2023 年 9 月 30 日 

１株当たり配当金 14 円 50 銭 11 円 00 銭 7 円 00 銭 

配当金総額 2,710 百万円 － 1,532 百万円 

効力発生日 2024 年 12 月 10 日 － 2023 年 12 月 12 日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

（２）配当予想の修正の内容 

 年間配当金（円） 

第２四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 

（2024 年 5 月 10 日） 11.00 11.00 22.00 

今 回 修 正 予 想  14.50 29.00 

当 期 実 績 14.50   

前 期 実 績 

（2024 年 3 月期） 
7.00 14.00 21.00 

 

※本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいて記載したものであり、実際の業績等は、今後の様々な要因により予想数値

と異なる可能性があります。 
  以 上 

円 銭 円 銭 円 銭 



・本資料においては、「2025年3月期第2四半期」は「2024年9月期」又は 「2025年3月期 中間期」、「24/9」などの表記を使用しております。
また、「2025年3月期」は、「2025/3」や「2024年度」の表記を、 「2024年3月期第2四半期」は「2023年9月期」の表記を使用しております。
なお、年度の表記に関しましては、上記の「2025年3月期」の例に倣い、読み替えてください。

・本⽂と同様、本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現在⼊⼿している情報及び合理的であると判断する⼀定の前提に基づいて記載したものであり、
実際の業績等は、今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。

補⾜資料
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■ 2025年3月期 中間期決算実績 期初計画対比

１

コア業務粗利益（トップライン）
4つのプロフィットセンターにおけるローン等の新規実⾏額が、

期初計画を上回るペースで推移（期初通期計画対比６１％の進捗）

2024年9月期
差異

(B)－(A)期初予想
（A）

実績
（B）

コア業務粗利益（除く投信解約損益） ２８５ ２９９ +１４

経費（▲） １８０ １７３ ▲７

実質与信費用（▲） ２５ ▲０ ▲２５

有価証券関係損益 ０ ０ ０

経常利益 ８５ １２８ +４３

中間純利益 ７０ １１０ +４０

連結経常利益 ８５ １２９ +４４

親会社株主に帰属する中間純利益 ７０ １１０ +４０

＜単体＞

＜連結＞

（億円）

経 費
コスト構造改革の順調な進捗による物件費の減少

実質与信費用 （億円）

＜主な要因＞

2024年9月期

期初予想 実績

実質与信費用 計 ２５ ▲０

通常発生*
特殊要因のない債権から発生する実質与信費用
• シェアハウス関連融資先の貸倒引当⾦の戻⼊益

（約▲10億円）を当中間期実績に含む
７ ▲６

予防的引当 以下、対象債権に対する引当 １５ ４
投資用不動産ローンのお客さまの⼀部において、組織的な
交渉を契機とし、新たに返済停⽌を⾏った⽅々に対する引当 ０ ▲１０

貸出条件緩和債権のうち将来の回収の正常化が
⾒込み難い債権に対する引当 １５ １４

法人* 法人向け債権から発生する実質与信費用 ３ ２

中期経営計画の想定を上回る進捗により、2024年9月期の純利益・単体は 期初予想比 +40億円 [＋57％]
 主な要因︓コア業務粗利益＋1４億円、経費△7億円、実質与信費用△25億円

*期初予想公表時は「通常発生」に「法人」を含んでいたが、今回区分して記載した
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■ ローン等の新規実⾏額推移

2

（億円）

期初
通期計画
(A)

2024年9月期
実績
(B)

進捗率
(B)/(A)

通期
⾒込み

オリジネーション領域 １,８５０ １,１８２ ６３％ ２,１５０

ソリューション事業 ５５０ ３３０ ６０％ ６００

投資用不動産ローン ７００ ４７６ ６８％ ８５０

ストラクチャードファイナンス ６００ ３７６ ６２％ ７００

コラボレーション・ローン等 ６５０ ３５６ ５４％ ６５０

合計 ２,５００ １,５３９ ６１％ ２,８００

※中期経営計画“Re:Start 2025”以降の推進領域の新規実⾏(取得)額
※ソリューション事業︓住宅ローン、無担保ローン等
※投資用不動産ローンには、資産管理会社向けの投資用不動産ローンを含む
※ストラクチャードファイナンスには特定社債等を、コラボレーション・ローン等には買⼊⾦銭債権等を含む

＜ローン等の新規実⾏額状況＞

4つのプロフィットセンターにおける ローン等の新規実⾏額は通期計画比61％の進捗
 通期⾒込みは、期初計画対比300億円増加の2,800億円に上方修正

+300億円の上⽅修正
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■ 2025年3月期 業績⾒通しの修正＜単体・連結＞

2024年9月期
実績

2025年3月期業績⾒通し 増減
②－①

2024年9月期
実績

2025年3月期業績⾒通し 増減
(④－③)期初予想① 今回予想② 期初予想③ 今回予想④

コア業務粗利益（除く投信解約損益） ２９９ ５６０ ５８５ +２５

経費(▲) １７３ ３５５ ３５０ ▲５

実質与信費用(▲) ▲０ ３０ ２５ ▲５

有価証券関係損益 ０ 0 ０ ±０

経常利益 １２８ １８５ ２２０ +３５ １２９ １９０ ２２０ +３０

当期純利益 １１０ １４５ １７５ +３０ １１０ １４５ １７５ +３０

（億円）

＜2025年3月期実質与信費用⾒通しの想定・単体＞
【通常発生分】
• 特殊要因のない債権に対する実質与信費用については、期初計画比14億円減少の▲20億円の想定

シェアハウス関連融資先に対する貸倒引当⾦戻⼊益（約▲16億円）や償却債権取⽴益の増加などを今回予想に織り込んだ
【予防的引当】
• 投資用不動産ローンをご利用中のお客さまの⼀部の組織的な交渉を契機とした返済停⽌中の債権(a)については、

新規発生による追加引当がほぼなく、⼀⽅で任意売却⽀援等の個別解決の進捗による貸倒引当⾦戻⼊益を⾒込んだこと
によって、期初計画比15億円減少の▲15億円の想定

• 貸出条件緩和債権等のうち、将来の回収の正常化が⾒通し難い債権に対する追加引当(b)は概ね期初計画通り推移
• 上記(a)と (b)により、予防的引当としては、期初計画比15億円減少の15億円の想定
【法人】
• ⼀部の法人向け与信について、予防的な観点から追加的な引当を下期に⾏う⾒通しのため、期初計画比24億円増加の

30億円を想定

（億円）＜単体＞ ＜連結＞

3

好調な上期業績および期初予想時以降の⾦融経済環境変化を勘案し、
通期業績予想を上方修正（経常利益・単体 +35億円、当期純利益・単体 +30億円）

24/9
実績

2025/3
期初予想 今回予想

実質与信費用 ▲０ ３０ ２５

通常発生* ▲６ ▲６ ▲２０

予防的引当 ４ ３０ １５

( a ) ▲１０ ０ ▲１５

( b ) １４ ３０ ３０

法人* ２ ６ ３０

*期初予想公表時は「通常発生」に「法人」を含んでいたが、今回区分して記載した
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2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
（予想）

1株当たりの年間配当⾦額 配当性向

株主還元の基本⽅針 資本の健全性や成⻑のための投資との最適バランスを検討した上で、株主還元の充実に努める⽅針

＜参考＞中期経営計画KPI ⾃⼰資本比率 実質10％以上 (バーゼルⅢ最終化ベース) ※有価証券評価差額⾦が評価損である場合は、当該評価損をコア資本より控除

＜配当方針＞
配当性向30％程度を目安とした安定配当を基本⽅針とする

＜自己株式取得方針＞
・資本効率の向上に資する株主還元策として、業績・資本の状況、成⻑投資の機会および
株価を含めた市場環境を考慮し、機動的に実施

2024年度実績

取得株数 600万株
取得価額 約65億円
取得期間 2024年5月13⽇〜同年9月17⽇

配当実績

株主還元の基本方針及び配当方針に則り、１株当たりの年間配当⾦は 7円増配の29円を予想

■ 資本政策 - 配当予想修正 -

修正前 修正後

1株当たりの年間配当⾦（累計） 22円 29円

うち 中間配当 11円 14.5円

うち 期末配当（予想） 11円 14.5円

(円)

2,610 

13.9%
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2020年9月末 2021年9月末 2022年9月末 2023年9月末 2024年9月末

⾃⼰資本（単体） ⾃⼰資本比率

(億円) ⾃⼰資本比率

4
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■ 参考︓ 2025年3月期 中間期決算実績 前年同期比

5

2024年9月期の純利益・単体は 前年同期比＋18％の増加

＜単体＞ （億円）

2023年9月期
実績
（A）

2024年9月期
期初予想

2024年9月期
実績
（B）

成⻑率
（B）-（A）
（A）

コア業務粗利益（除く投信解約損益） ２９５ ２８５ ２９９ +1.3%

経費（▲） １８２ １８０ １７３ ▲4.9%

実質与信費用（▲） ▲１２ ２５ ▲０ ▲99.1%

有価証券関係損益 ０ ０ ０ -

経常利益 １２５ １２５ １２８ +2.4%

中間純利益 ９３ ７０ １１０ +18.3%

連結経常利益 １２８ ８５ １２９ +0.8%

親会社株主に帰属する中間純利益 ９５ ７０ １１０ +15.5%

＜連結＞


